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 道路インフラ材料の研究開発・製造・販売

アスファルト材料のトップシェア！

 道路コンサルタントに関わる調査・診断

点検・診断測定車を自社開発

 道路、橋梁、鉄道に関わる材料提供と工事

自社の材料で道路工事を実施

▼ ニチレキの主な事業内容
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最近の話題「第8回インフラメンテナンス大賞 防衛大臣賞」R7.1
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R6.2 土木学会「インフラメンテナンス チャレンジ賞」

スマートフォンによる舗装点検技術 GLOCAL-EYEZ

R6.1 国交省ら8省庁による「第7回インフラメンテナンス大賞 優秀賞」
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路面性状自動測定装置の性能確認試験
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ひび割れ：幅1mm以上検出
わだち掘れ：真値±3mm
平たん性：真値±30%以内
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最近の話題「第72回 日経広告賞 大賞受賞」R5.10
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8

大館市における
舗装の予防・延命保全に

向けた取組み

本⽇の報告内容
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予防・延命保全の取組みの目的
道路のポットホール（⽳ぼこ）発⽣抑制
予防︓ポットホール発⽣の予防
延命︓ポットホール発⽣までの延命
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「ポットホール発生抑制」という今回の目的の「個性」

 舗装の点検のバイブル「舗装点検要領」(H28.国交省)によると…
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万遍なく広い意味の「健全性」ではなく、ポットホールに焦点を絞ったという特徴

ひび割れ
わだち掘れ
走行方向凹凸

3つの視点から

「健全性」を診断
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今までは事後保全
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事後保全だと

 ポットホール発生から穴埋めまでの時間差（タイムラグ）
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今回の取組みは、

穴が開く前に穴の予防・延命を

図れないかという取組です。

13



Copyright(c) NICHIREKI CO.,LTD. All rights reserved.

ポットホール発生の

予防・延命に

何が効果的であるか

試験施工を実施・確認
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試験施⼯の着目点
 試験施⼯の着目点

➀基本的な耐久性確認、ポットホール抑制効果確認
②冬期の凍結融解や除雪に対する耐久性の確認
③各⼯法・材料の交通量や破損度合によっての
上記2項目の差異確認（適⽤条件整理）

④施⼯時期による効果の差異確認
 試験施⼯の実施時期

➀２０２４年９⽉（夏期）
②２０２４年11⽉（冬期︓降雪前）
③２０２５年5⽉ （春期）

15



Copyright(c) NICHIREKI CO.,LTD. All rights reserved.

① 交通量の違いでのポットホール発生抑制効果の確認
＝幅員違い（センターラインの有無）にて路線を選定

工区設定の考え方

② 舗装損傷の違いでのポットホール発生抑制効果の確認
＝ひび割れ損傷区分Ⅱ及び区分Ⅲにて工区選定

ひび割れ損傷区分Ⅱ：ひび割れ率２０～４０％
ひび割れ損傷区分Ⅲ： 〃 ４０％以上
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試験施工の材料・工法一覧
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材料・工法名 表面処理A 表面処理B 表面処理C 一般加熱 ブランク比較工区

工法区分 スラリー系 スラリー系 加熱溶解系 パッチング 無処理

常温・加熱 常温 常温 加熱 加熱

製造方式 現地ﾐｷｻｰ混合 現地ﾐｷｻｰ混合 現地加熱溶融機 ﾌﾟﾗﾝﾄより搬入

敷設方法 人力敷均し 人力敷均し 人力加熱溶着 人力敷均し

処理後 １ｈ程度養生 １ｈ程度養生 10〜20分養生 10〜20分養生

コスト 低 中 高 中

空港滑走路で実績の乳剤
車輪が接触しても摩耗しない性能を重視試作段階

低コスト実現のために、
ひび割れに入り込んで残り続けることを期待した作成方法
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試験施工の各工法の表面
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表⾯処理A

表⾯処理B

表⾯処理C

一般加熱
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試験施工箇所の状況
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令和6年9月

令和7年3月

ブランク

表⾯処理B

表⾯処理A

表⾯処理C
一般加熱

表⾯処理A

表⾯処理B

表⾯処理C
一般加熱

一般加熱
表⾯処理C

表⾯処理B

表⾯処理A

ブランク

ブランク
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経過状況
20

表面処理A 表面処理B 表面処理C 一般加熱 ブランク
センターライン無・ひび割れ損傷区分Ⅱ 〇 〇 ◎ 〇 ×
センターライン無・ひび割れ損傷区分Ⅲ 〇 〇 ◎ 〇 ×
センターライン有・ひび割れ損傷区分Ⅱ 〇 〇 ◎ 〇 ×
センターライン有・ひび割れ損傷区分Ⅲ 〇 〇 ◎ 〇 ×
センターライン無・ひび割れ損傷区分Ⅱ 〇 〇 ◎ △ ×
センターライン無・ひび割れ損傷区分Ⅲ △ 〇 ◎ △ ×
センターライン有・ひび割れ損傷区分Ⅱ 〇 〇 ◎ △ ×
センターライン有・ひび割れ損傷区分Ⅲ △ 〇 ◎ △ ×
センターライン有・ひび割れ損傷区分Ⅱ ◎ ◎ − − ×
センターライン有・ひび割れ損傷区分Ⅲ ◎ ◎ − − ×

※春施工は、冬季経過前の状況

夏施工
R6

冬施工
R6

春施工
R7
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現在のところの評価

〇良好に経過している順

表面処理C＞表面処理B＞表面処理A＞一般加熱

〇破損度の違い

ひび割れ区分Ⅱ＞ひび割れ区分Ⅲ

〇施工時期の違い

春施工≧夏施工＞冬施工

〇コストの順

表面処理A＜表面処理B＜一般加熱＜表面処理C
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表面処理Bの施工（人力）
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表面処理Bの施工（機械）
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表面処理Bの施工（機械） 動画



Copyright(c) NICHIREKI CO.,LTD. All rights reserved.

予防・延命保全の有効性の確認
診
断
区
分
（
ひ
び
割
れ
）

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

●ポットホール抑制効果の持続性期間の確認
●ポットホール抑制＆延命⼯法を繰り返し効果の確認

診断区分ⅡやⅢにおいて、
表⾯処理材の適⽤による延命保全

ポットホール発⽣確率︓⼩

ポットホール発⽣確率︓中

ポットホール発⽣確率︓⼤

診断区分Ⅱ、Ⅲ
でポットホール
が多く発⽣

予防・延命保全による
ポットホールの発⽣抑制
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ご清聴ありがとうございました。


